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整理
番号 該当項目 意見内容（要旨） 市の考え方

1

第５章１．基本施策１
子ども家庭支援セン
ターと教育支援課が連
携して行う相談

発達相談を継続的に利用していたが、就学とともに終了して
しまい心細い。発達相談と教育相談で連携をとってもらいた
い。

就学にあたりましては、必要に応じて、子ども家庭支援セ
ンターの発達相談より、教育支援課の就学相談や教育相談
をご紹介しています。また、発達支援グループや園での様
子について、学校担当の巡回相談員に情報提供することも
あります。今後とも、途切れ・すき間のない相談・支援体
制の構築及び連携を図ってまいります。

2

第５章１．基本施策１
療育施策の充実に向け
た検討

就学後の療育について充実を図って欲しい。子ども家庭支援
センターの療育や、学習面やソーシャルスキルの専門的な指
導を受けられる放課後デイなどがもっとあるとよい。

就学後は、医療機関での療育が終了してしまったり、時間
の確保や難しくなったというご相談をお聞きしています。
まずは就学後の療育のニーズや利用実態等について把握
し、ドリーム学園や市内事業者等と連携を図りながら課題
について検討いたします。

3

第５章２．基本施策２
特別支援教育コーディ
ネーターの指名の複数
化の推奨

特別支援教育コーディネーターの複数指名の推奨に加え、特
別支援業務を専門とする職員を配置して欲しい。

特別支援教育コーディネーターの専門性の確保や、校内に
おける円滑な引継ぎが必要なことから、平成28年度時点
で、市立小中学校29校中、24校が複数指名（17校が2名体
制、7校が3名体制）となっています。
また、28年度より導入している特別支援教室キラリの巡回
指導教員が、巡回校の特別支援教育の副コーディネーター
として、巡回校のケース会議に出席する等、巡回校の特別
支援教育コーディネーターと連携を深め、児童の指導・支
援にあたっております。
さらに、本市では平成20年度より、全小中学校に特別支援
教育支援員を配置しているほか、必要に応じて、介助員や
学校・学級特別指導員等を加配し、児童生徒の学校生活を
支援しています。

4

第５章３．基本施策３
発達障害の児童・生徒
に対する重層的な支援
体制の整備

情緒障害の固定学級を作って欲しい。
小学校及び中学校の自閉症・情緒障害特別支援学級の開設
につきましては、平成２９年度に検討し、平成３０年度よ
り開設に向けた準備に取り組む予定です。

①　「市の考え方」を作成したもの
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